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※事務局記入欄 

№ 50 

【様式２】 

エントリー学校名：             山口県周南市立岐山小学校 

活動名：    自分から変化をつくる 
          ベクトルを揃えて組織力向上！ 

解決すべき課題︓ 
学校の課題に対応する具体的な改善案が管理職や分掌担当を中心に提示されるが、どことなく受け身で提
案する側とされる側の温度差を感じる。月別反省には多くの改善案が出され、全教職員「もっとよくしたい」と考
えているのだが、仕事の多忙化や例年通りに行う安心感からか、「自分から変化をつくる」雰囲気に乏しい。 
目標・方針：   

教職員の意識のベクトルを揃えて、組織力向上に取り組む。 
 ・「スクールスタンダード作り」「業務改善」という全教職員が関わる内容をターゲットに設定する。 
 ・全教職員の意見を集約→少人数の部会で具体案を検討・決定→全体で共通理解・実践といった過程で
取組の実現化を進めることで、全員が取組に参画しているという当事者意識をもてるようにする。 

 ・1か月など短いスパンでの PDCAサイクルの活用や具体案を試行する期間を設け、検討から実践までのスピ
ードアップをすることで、意欲向上や意識の持続化を図る。 

活動内容︓  

◎岐山小スタンダード（スクールスタンダード作成・実施） 
 １ 作成に当たって、今の児童の課題や作成する意義・価値を共有してから作成に入る。（目的の共有） 

＜写真１＞＜図１＞ 
 ２ 作成後、特に気になる「廊下・階段歩行」を重点目標に設定し、指導に当たる。（共同実践） 
 ３ 児童へのアンケート結果をもとに状況を学習部会で話し合い、翌月の指導内容を決める。（ＰＤＣＡ

サイクルの活用）＜図２・３＞ 
◎岐山小スリム化大作戦︕（業務改善） 
 １ 隣学年ブロックからスリム化実行委員を決め、全教職員から出された案をもとに委員会で話し合う。 
 ２ 実践可能、検討必要などに分類し、分掌担当を中心に実践できるものから提案する。＜図４＞ 
 ３ 提案されたものは、次年度の本格実施に向け３学期に「お試し」で実践し改善を加える。 

活動の成果︓  
・スタンダードでは、児童にアンケートを実施したことで児童自身の当事者意識も向上した。 
・スリム化では、委員会の提案を受けることで分掌担当が改善案を提示しやすくなった。 
・前年度２つの内容で取り組んだことで、今年度のコロナ対応では、各分掌・部会からの積極的な提案があ
った。また、個人や学年の良い取り組みが広がりやすくなった。＜写真２＞ 

アピールポイント（アイディアや工夫）︓  
・全教職員が関わる内容をターゲットに設定し、当事者意識を向上させること 
・少人数の部会や委員会の活用で、短時間で全員参加の内容の濃い話し合いの実現につなげること 
・短い期間での検討→実践を連続させることで、乱れそうになるベクトルの方向を揃え続けること 

   ＜写真 1＞スタンダード作成                ＜図１＞作成に当たって価値の共有 

     
     ＜図２＞児童アンケート                  ＜図３＞学習部会話し合いまとめ 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    ＜図４＞スリム化委員会話し合いまとめ 
 
 
 
 
        ＜写真２＞間隔を保つ足跡マーク 
         ある学年が始めたところ、全校に広がって  
 
 
                               

 




